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(57)【要約】
【課題】遮水シートの接合部の接合作業を確実に行い、
遮水性を十分に確保する。
【解決手段】遮水シートの接合部構造１０は、接合側の
遮水シート１６の縁部１６ａに沿って形成された帯状袋
部１８によって、被接合側の遮水シート１２の縁部１２
ａが覆われる。しかも、少なくとも帯状袋部１８とそれ
によって覆われる被接合側の遮水シート１２との間にシ
ール材２８が介在され、かつ、帯状袋部１８に空間が残
された状態で、帯状袋部１８と被接合側の遮水シート１
２とが密着固定されて、帯状袋部１８とシール材２８と
被接合側の遮水シート１２とにより、密閉室４０が形成
される。この密閉室４０により、被接合側の遮水シート
１２の縁部１２ａと、接合側の遮水シート１６の縁部１
６ａとの、接合部における遮水性が確保される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
被接合側の遮水シートの縁部に沿って、所定幅の重ね合わせ部を確保して、接合側の遮水
シートが配置され、
前記被接合側の遮水シート、又は、前記接合側の遮水シートの一方の縁部に沿って、他方
の遮水シートの縁部を覆う帯状袋部が形成され、
少なくとも前記帯状袋部とそれによって覆われる前記他方の遮水シートとの間にシール材
が介在され、かつ、前記帯状袋部に空間が残された状態で、前記帯状袋部と前記他方の遮
水シートとが密着固定されて、前記帯状袋部と前記シール材と前記他方の遮水シートとに
より、密閉室が形成されていることを特徴とする遮水シートの接合部構造。
【請求項２】
前記被接合側の遮水シートの縁部から平面視中央部に向けて一定深さの切欠きが形成され
、少なくとも前記切欠きの縁部に沿って、所定幅以上の重ね合わせ部を確保して、前記接
合側の遮水シートが配置されていることを特徴とする請求項１記載の遮水シートの接合部
構造。
【請求項３】
前記帯状袋部は、前記一方の遮水シートの縁部に沿って、前記他方の遮水シートを受け入
れるための開放端部を備え、該開放端部に前記シール材が介在されて、前記他方の遮水シ
ートと密着固定されていることを特徴とする請求項１又は２記載の遮水シートの接合部構
造。
【請求項４】
前記帯状袋部は、前記遮水シートと同一素材からなる所定幅の帯状シートが、その一側端
を、前記被接合側の遮水シート、又は、前記接合側の遮水シートの一方の、縁部から平面
視中央部寄りの位置に密着固定してなることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項
記載の遮水シートの接合部構造。
【請求項５】
前記帯状袋部を挟み込むように押え板が配置され、該押え板、前記被接合側の遮水シート
、前記接合側の遮水シート、前記帯状袋部、及び、前記シール材の各部材を貫通する穴に
挿通される締結部材により、前記各部材が密着固定されていることを特徴とする請求項１
から４のいずれか１項記載の遮水シートの接合部構造。
【請求項６】
前記被接合側の遮水シートは既設の遮水シートであり、その一部を除去して新たに形成さ
れた縁部に沿って、所定幅以上の重ね合わせ部を確保して、前記接合側の遮水シートが配
置されていることを特徴とする請求項１から５のいずれか１項記載の遮水シートの接合部
構造。
【請求項７】
被接合側の遮水シートの縁部に沿って、所定幅の重ね合わせ部を確保して、接合側の遮水
シートを配置し、
前記被接合側の遮水シート、又は、前記接合側の遮水シートの一方の縁部に沿って、他方
の遮水シートの縁部を覆う帯状袋部を形成し、
少なくとも前記帯状袋部とそれによって覆われる前記他方の遮水シートとの間にシール材
を介在させ、かつ、前記帯状袋部に空間を残した状態で、前記帯状袋部と前記他方の遮水
シートとを密着固定して、前記帯状袋部と前記シール材と前記他方の遮水シートとにより
、密閉室を形成することを特徴とする遮水シートの接合方法。
【請求項８】
前記被接合側の遮水シートの縁部から平面視中央部に向けて一定深さの切欠きを形成し、
少なくとも前記切欠きの縁部に沿って、所定幅以上の重ね合わせ部を確保して、前記接合
側の遮水シートを配置することを特徴とする請求項７記載の遮水シートの接合方法。
【請求項９】
前記帯状袋部に、前記一方の遮水シートの縁部に沿って、前記他方の遮水シートを受け入
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れるための開放端部を設け、該開放端部に前記シール材を介在させて、前記他方の遮水シ
ートと密着固定することを特徴とする請求項７又は８記載の遮水シートの接合方法。
【請求項１０】
前記遮水シートと同一素材からなる所定幅の帯状シートを、その一側端が、前記被接合側
の遮水シート、又は、前記接合側の遮水シートの一方の、縁部から平面視中央部寄りの位
置に密着するよう固定して、前記帯状袋部を形成することを特徴とする請求項７から９の
いずれか１項記載の遮水シートの接合方法。
【請求項１１】
前記帯状袋部を挟み込むように押え板を配置し、該押え板、前記被接合側の遮水シート、
前記接合側の遮水シート、前記帯状袋部、及び、前記シール材の各部材を貫通する穴を形
成し、該穴に締結部材を挿通して、前記各部材を密着固定することを特徴とする請求項７
から１０のいずれか１項記載の遮水シートの接合方法。
【請求項１２】
既設の遮水シートである、前記被接合側の遮水シートの一部を除去し、それによって新た
に形成された縁部に沿って、所定幅以上の重ね合わせ部を確保して、前記接合側の遮水シ
ートを配置することを特徴とする請求項７から１１のいずれか１項記載の遮水シートの接
合方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遮水シートの接合部構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　水域における管理型廃棄物処分場等の造成には、堤内から堤外への有害物質の漏出を防
ぐための高い遮水性が要求されることから、一般に、遮水型護岸が用いられる。この遮水
型護岸は、鋼製の矢板や、ケーソン等のコンクリート製の構造物を並べて築造するものや
、自然石等を用いた傾斜堤にて築造するもの等、その構造は必要に応じて適宜選択されて
いる。ここで、自然石等を用いた傾斜堤にて築造される遮水型護岸の場合には、その遮水
性を確保するために、遮水シートが用いられる。遮水シートは一定幅に製造されたものを
施工現場に搬入し、設置面積に応じて遮水シートを多数接合して用いられ、築堤表面に設
置、又は、更に砕石で覆い隠して堤体の内部構造として設置されるものである。なお、こ
の遮水シートは、遮水性が要求される様々な場所においても用いられている。この遮水シ
ートの接合方法は、一般的には熱溶着が用いられるが、熱溶着できない箇所については特
別な方法が用いられている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１７９９９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
さて、上記遮水シートの接合作業は、新規に敷設する場合のみならず、部分的に補修が必
要となる場合もある。又、その設置の態様如何により、適宜更新が必要な場合も想定され
る。このような様々なケースにおいて、遮水シートの接合部における遮水性を容易にかつ
十分に確保することが求められている。
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、遮水シー
トの接合部の接合作業を確実に行い、遮水性を十分に確保することを可能とすることにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
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（発明の態様）
　以下の発明の態様は、本発明の構成を例示するものであり、本発明の多様な構成の理解
を容易にするために、項別けして説明するものである。各項は、本発明の技術的範囲を限
定するものではなく、発明を実施するための最良の形態を参酌しつつ、各項の構成要素の
一部を置換し、削除し、又は、更に他の構成要素を付加したものについても、本願発明の
技術的範囲に含まれ得るものである。
【０００６】
（１）被接合側の遮水シートの縁部に沿って、所定幅の重ね合わせ部を確保して、接合側
の遮水シートが配置され、前記被接合側の遮水シート、又は、前記接合側の遮水シートの
一方の縁部に沿って、他方の遮水シートの縁部を覆う帯状袋部が形成され、少なくとも前
記帯状袋部とそれによって覆われる前記他方の遮水シートとの間にシール材が介在され、
かつ、前記帯状袋部に空間が残された状態で、前記帯状袋部と前記他方の遮水シートとが
密着固定されて、前記帯状袋部と前記シール材と前記他方の遮水シートとにより、密閉室
が形成されている遮水シートの接合部構造（請求項１）。
【０００７】
本項に記載の遮水シートの接合部構造は、被接合側の遮水シート、又は、接合側の遮水シ
ートの一方の縁部に沿って形成された帯状袋部によって、他方の遮水シートの縁部が覆わ
れるものである。しかも、少なくとも帯状袋部とそれによって覆われる他方の遮水シート
との間にシール材が介在され、かつ、帯状袋部に空間が残された状態で、帯状袋部と他方
の遮水シートとが密着固定されて、帯状袋部とシール材と他方の遮水シートとにより、密
閉室が形成されているものである。そして、この密閉室の密閉性を確認することで、被接
合側の遮水シートの縁部と、接合側の遮水シートの縁部との、接合部における遮水性の確
認が可能なものとなる。
【０００８】
　（２）上記（１）項において、前記被接合側の遮水シートの縁部から平面視中央部に向
けて一定深さの切欠きが形成され、少なくとも前記切欠きの縁部に沿って、所定幅の重ね
合わせ部を確保して、前記接合側の遮水シートが配置されている遮水シートの接合部構造
（請求項２）。
　本項に記載の遮水シートの接合部構造は、接合側の遮水シートの縁部から平面視中央部
に向けて一定深さの切欠きが形成され、少なくとも前記切欠きの縁部に沿って、所定幅の
重ね合わせ部を確保して、前記接合側の遮水シートが配置されてなるものであり、被接合
側の遮水シートの縁部と、接合側の遮水シートの縁部との接合部が、直線状である場合の
みならず、その他の態様であっても、上記（１）項と同様の作用効果を奏するものである
。
【０００９】
　（３）上記（１）（２）項において、前記帯状袋部は、前記一方の遮水シートの縁部に
沿って、前記他方の遮水シートを受け入れるための開放端部を備え、該開放端部に前記シ
ール材が介在されて、前記他方の遮水シートと密着固定されている遮水シートの接合部構
造（請求項３）。
　本項に記載の遮水シートの接合部構造は、帯状袋部が形成された一方の遮水シートの縁
部に沿って、他方の遮水シートを受け入れるための開放端部を備えることで、被接合側の
遮水シートと接合側の遮水シートとの重ね合わせ部が容易に確保できると共に、この開放
端部にシール材を介して、他方の遮水シートの縁部が挟持されることで、被接合側の遮水
シートの縁部と、接合側の遮水シートの縁部との接合部における遮水性が確保されるもの
である。
【００１０】
　（４）上記（１）から（３）項において、前記帯状袋部は、前記遮水シートと同一素材
からなる所定幅の帯状シートが、その一側端を、前記被接合側の遮水シート、又は、前記
接合側の遮水シートの一方の、縁部から平面視中央部寄りの位置に密着固定してなる遮水
シートの接合部構造（請求項４）。
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　本項に記載の遮水シートの接合部構造は、遮水シートと同一素材からなる所定幅の帯状
シートの一側端を、被接合側の遮水シート、又は、接合側の遮水シートの一方の、縁部か
ら平面視中央部寄りの位置に密着固定することで、帯状袋部が形成されるものである。
【００１１】
　（５）上記（１）から（４）項において、前記帯状袋部を挟み込むように押え板が配置
され、該押え板、前記被接合側の遮水シート、前記接合側の遮水シート、前記帯状袋部、
及び、前記シール材の各部材を貫通する穴に挿通される締結部材により、前記各部材が密
着固定されている遮水シートの接合部構造（請求項５）。
　本項に記載の遮水シートの接合部構造は、帯状袋部を挟み込むように押え板が配置され
、この押え板と、被接合側の遮水シートと、接合側の遮水シートと、これら一方の遮水シ
ートに設けられた帯状袋部と、シール材の各部材とを貫通する穴に挿通される締結部材（
例えばボルト等）により、各部材が密着固定される。そして、被接合側の遮水シートの縁
部と、接合側の遮水シートの縁部との接合部における遮水性が確保されるものである。
【００１２】
　（６）上記（１）から（５）項において、前記被接合側の遮水シートは既設の遮水シー
トであり、その一部を除去して新たに形成された縁部に沿って、所定幅の重ね合わせ部を
確保して、前記接合側の遮水シートが配置されている遮水シートの接合部構造（請求項６
）。
　本項に記載の遮水シートの接合部構造は、被接合側の遮水シートが既設の遮水シートで
あり、その一部を除去して新たに形成された縁部に沿って、所定幅の重ね合わせ部を確保
して、接合側の遮水シートが配置されているものであり、遮水シートを部分的に補修や更
新する必要が生じた場合に、上記（１）から（５）項のいずれかの作用効果を奏するもの
である。
【００１３】
　（７）上記（１）から（６）項記載の遮水シートの接合部において、前記密閉室にエア
ポンプを接続し、前記密閉室内を加圧して、この密閉室の密閉性を確認する、遮水シート
の接合部構造の遮水性試験方法。
　本項に記載の、遮水シートの接合部構造は、被接合側の遮水シートの縁部と、接合側の
遮水シートの縁部との接合部に形成された密閉室の密閉性を確認することで、被接合側の
遮水シートの縁部と、接合側の遮水シートの縁部との接合部における遮水性の確認を行な
うものである。
【００１４】
　（８）被接合側の遮水シートの縁部に沿って、所定幅の重ね合わせ部を確保して、接合
側の遮水シートを配置し、前記被接合側の遮水シート、又は、前記接合側の遮水シートの
一方の縁部に沿って、他方の遮水シートの縁部を覆う帯状袋部を形成し、少なくとも前記
帯状袋部とそれによって覆われる前記他方の遮水シートとの間にシール材を介在させ、か
つ、前記帯状袋部に空間を残した状態で、前記帯状袋部と前記他方の遮水シートとを密着
固定して、前記帯状袋部と前記シール材と前記他方の遮水シートとにより、密閉室を形成
する遮水シートの接合方法（請求項７）。
【００１５】
本項に記載の遮水シートの接合方法は、被接合側の遮水シート、又は、接合側の遮水シー
トの一方の縁部に沿って形成する帯状袋部によって、他方の遮水シートの縁部を覆うもの
である。しかも、帯状袋部と他方の遮水シートとの間にシール材を介在させ、かつ、帯状
袋部に空間を残した状態で、帯状袋部と他方の遮水シートとを密着固定して、帯状袋部と
シール材と他方の遮水シートとにより、密閉室を形成し、この密閉室の密閉性を確認する
ことで、被接合側の遮水シートの縁部と、接合側の遮水シートの縁部との、接合部におけ
る遮水性の確認が可能なものとなる。
【００１６】
　（９）上記（８）項において、前記被接合側の遮水シートの縁部から平面視中央部に向
けて一定深さの切欠きを形成し、少なくとも前記切欠きの縁部に沿って、所定幅の重ね合
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わせ部を確保して、前記接合側の遮水シートを配置する遮水シートの接合方法（請求項８
）。
　本項に記載の遮水シートの接合方法は、接合側の遮水シートの縁部から平面視中央部に
向けて一定深さの切欠きを形成し、少なくとも前記切欠きの縁部に沿って、所定幅の重ね
合わせ部を確保して、前記接合側の遮水シートを配置するものであり、被接合側の遮水シ
ートの縁部と、接合側の遮水シートの縁部との接合部が、直線状である場合のみならず、
その他の態様であっても、上記（８）項と同様の作用効果を奏するものである。
【００１７】
　（１０）上記（８）（９）項において、前記帯状袋部に、前記一方の遮水シートの縁部
に沿って、前記他方の遮水シートを受け入れるための開放端部を設け、該開放端部に前記
シール材を介在させて、前記他方の遮水シートと密着固定する遮水シートの接合方法（請
求項９）。
　本項に記載の遮水シートの接合方法は、帯状袋部が形成された一方の遮水シートの縁部
に沿って、他方の遮水シートを受け入れるための開放端部を設けることで、被接合側の遮
水シートと接合側の遮水シートとの重ね合わせ部を容易に確保すると共に、この開放端部
にシール材を介して、他方の遮水シートの縁部を挟持することで、被接合側の遮水シート
の縁部と、接合側の遮水シートの縁部との接合部における遮水性を確保するものである。
【００１８】
　（１１）上記（８）から（１０）項において、前記遮水シートと同一素材からなる所定
幅の帯状シートを、その一側端が、前記被接合側の遮水シート、又は、前記接合側の遮水
シートの一方の、縁部から平面視中央部寄りの位置に密着するように固定して、前記帯状
袋部を形成する遮水シートの接合方法（請求項１０）。
　本項に記載の遮水シートの接合構造は、遮水シートと同一素材からなる所定幅の帯状シ
ートの一側端を、被接合側の遮水シート、又は、接合側の遮水シートの一方の、縁部から
平面視中央部寄りの位置に密着するよう固定することで、帯状袋部を形成するものである
。
【００１９】
　（１２）上記（８）から（１１）項において、前記帯状袋部を挟み込むように押え板を
配置し、該押え板、前記被接合側の遮水シート、前記接合側の遮水シート、前記帯状袋部
、及び、前記シール材の各部材を貫通する穴を形成し、該穴に締結部材を挿通して、前記
各部材を密着固定する遮水シートの接合方法（請求項１１）。
　本項に記載の遮水シートの接合構造は、帯状袋部を挟み込むように押え板を配置し、こ
の押え板と、被接合側の遮水シートと、接合側の遮水シートと、これら一方の遮水シート
に設けられた帯状袋部と、シール材との各部材を貫通する穴に挿通される締結部材（例え
ばボルト等）により、各部材を密着固定する。そして、被接合側の遮水シートの縁部と、
接合側の遮水シートの縁部との接合部における遮水性を確保するものである。
【００２０】
　（１３）上記（８）から（１２）項において、既設の遮水シートである、前記被接合側
の遮水シートの一部を除去し、それによって新たに形成された縁部に沿って、所定幅の重
ね合わせ部を確保して、前記接合側の遮水シートを配置する遮水シートの接合方法（請求
項１２）。
　本項に記載の遮水シートの接合方法は、被接合側の遮水シートが既設の遮水シートであ
り、その一部を除去して新たに形成された縁部に沿って、所定幅の重ね合わせ部を確保し
て、接合側の遮水シートを配置することで、遮水シートを部分的に補修や更新する必要が
生じた場合に、上記（８）から（１１）項のいずれかの作用効果を奏するものである。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明はこのように構成したので、遮水シートの接合部の接合作業を確実に行い、遮水
性を十分に確保することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
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【００２２】
【図１】本発明の実施の形態に係る遮水シートの接合部構造を、部分的に透視図で示した
平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を添付図面に基づいて説明する。なお、従来
技術と同一部分若しくは相当する部分については同一符号で示し、詳しい説明を省略する
。
　本発明の実施の形態に係る遮水シートの接合部構造１０は、既設の遮水シートの端辺か
ら裂け目が生じ、その破損部分に補修を行った場合を例示したものである。そして、図１
、図２に示されるように、既存の、被接合側の遮水シート１２の縁部から平面視中央部に
向けて一定深さの切欠き１４を形成して、亀裂が生じた部分を除去し、この切欠き１４を
、接合側の遮水シート１６で塞いだものである。なお、図示の例では、切欠き１４及び接
合側の遮水シート１６は、最も単純な形状として平面視長方形に形成されているが、適宜
形状を選択、変更して実施することが可能である。
【００２４】
　より具体的には、被接合側の遮水シート１２の縁部１２ａに沿って、所定幅Ｗｓｔ（図
２）以上の重ね合わせ部（図１に斜線部でも表示）を確保して、接合側の遮水シート１６
が配置され、接合側の遮水シート１６の縁部１６ａに沿って、被接合側の遮水シート１２
の縁部１２ａを覆う帯状袋部１８が形成されている。帯状袋部１８は、双方の遮水シート
１２、１６と同一素材からなる所定幅の帯状シート２０の一側端の、所定幅Ｗｉ（図２）
の部分が、接合側の遮水シート１６の、縁部１６ａから所定幅Ｗｏ（図２）だけ平面視中
央部寄りの位置に密着するよう固定され、接合側の遮水シート１６の縁部１６ａに沿って
、被接合側の遮水シート１２を受け入れるための開放端部２２が形成されたものである。
【００２５】
図示の例では、長方形の切欠き１４が形成された結果、コ字状をなす被接合側の遮水シー
ト１２の縁部１２ａに沿って帯状シート２０もコ字状に配置されることで、コ字状の帯状
袋部１８が形成されている。なお、被接合側の遮水シート１２、接合側の遮水シート１６
及び帯状シート２０は、少なくとも表面素材がポリ塩化ビニル、ポリエチレン、合成ゴム
等の合成樹脂からなる、遮水性を有する柔軟なシート材である。そして、接合側の遮水シ
ート１６及び帯状シート２０の、所定幅Ｗｉの密着固定部２４は溶着され、この密着固定
部２４を囲むようにして、前記合成樹脂が溶け出した押出溶着部２６が形成されている。
よって、開放端部２２は、図１の左右方向及び下方向の三方に開放する態様をなしている
。
なお、図示の例では、押出溶着部２６が被接合側の遮水シート１２の端辺にも回りこみ、
十分な密閉性が確保されるように、接合側の遮水シート１６は、被接合側の遮水シート１
２の端縁（図１の上端辺）から、若干はみ出すように配置されているが、この上端辺の処
理については、現場条件によって適宜選択されるものである。
【００２６】
そして、開放端部２２にシール材２８と、必要に応じ緩衝材３０が介在されて、被接合側
の遮水シート１２と密着固定するため、帯状袋部１８を挟み込むように、シール材２８を
介して押え板３２が配置される。更に、被接合側の遮水シート１２、接合側の遮水シート
１６、帯状袋部１８（帯状シート２０）、シール材２８、緩衝材３０、押え板３２の各部
材を貫通する穴を形成して、この貫通穴に締結部材であるボルト３６を挿通し、ナット３
８と共に締め付けることで、前記各部材が密着固定されている。
【００２７】
この際、帯状袋部１８に空間が残された状態で、帯状袋部１８と被接合側の遮水シート１
２とが密着固定されることで、帯状袋部１８と、シール材２８と、緩衝材３０と、被接合
側の遮水シート１２とにより、密閉室４０が形成される。本実施の形態では、密閉室４０
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は、図１に示されるように、平面視コ字状をなす被接合側の遮水シート１２の縁部１２ａ
に沿って、平面視コ字状に連続する管状室となる。なお、図２中の符号３４は、角ワッシ
ャーであり、ボルト３６及びナット３８による軸力を、押え板３２に対して適切に分散付
与するものである。
【００２８】
本実施の形態では、シール材２８にはアスファルト系ブチルテープが、緩衝材３０にはラ
バースポンジ（ＥＰＤＭ）が用いられる。又、耐腐食性等を考慮して、押え板３２にはポ
リ塩化ビニル（ＰＶＣ）板が用いられ、角ワッシャー３４、ボルト３６及びナット３８は
ステンレス合金（ＳＵＳ３０４）製である。そして、シール材２８は、ボルト３６及びナ
ット３８を締め付けることによって、被接合側の遮水シート１２、接合側の遮水シート１
６、帯状袋部１８（帯状シート２０）に圧着して、厚みが減少してその減少分がはみだす
ように変形し、十分な止水性を発揮するものである。また、緩衝材３０は、ボルト３６及
びナット３８の締め込み時に、シール材２８に付与する荷重が大きすぎて、シール材２８
のはみだしが過大となることを、ほど良く抑制するための、止水性クッションとして機能
するものである。
【００２９】
なお、図２の例における各部の具体的寸法は、シール材２８、緩衝材３０、押え板３２、
角ワッシャー３４の幅Ｗは６５ｍｍ、被接合側の遮水シート１２、接合側の遮水シート１
６及び帯状シート２０の厚みは３ｍｍ、シール材２８の単体での厚みは４ｍｍ、緩衝材３
０の単体での厚みは５ｍｍ、押え板３２及び角ワッシャー３４の厚みは５ｍｍであり、ボ
ルト１６の呼び径は１６ｍｍ（Ｍ１６）である。更に、重ね合わせ部の幅Ｗｓｔは２００
～３００ｍｍ、帯状袋部１８の設置幅（Ｗｏ＋Ｗｉ）は３００～４００ｍｍ、密閉室４０
の幅Ｗ４０（図２）は５０～２００ｍｍであり、被接合側の遮水シート１２の縁部１２ａ
と、帯状シート２０の縁部２０ａとの位置は、平面視で一致している。しかしながら、こ
れらの値は、適宜、変更して実施されるものであることは理解されるであろう。
【００３０】
　さて、上記構成をなす、本発明の実施の形態によれば、次のような作用効果を得ること
が可能である。
まず、遮水シートの接合部構造１０は、接合側の遮水シート１６の縁部１６ａに沿って形
成された帯状袋部１８によって、被接合側の遮水シート１２の縁部１２ａが覆われるもの
である。しかも、少なくとも帯状袋部１８とそれによって覆われる被接合側の遮水シート
１２との間にシール材２８が介在され、かつ、帯状袋部１８に空間が残された状態で、帯
状袋部１８と被接合側の遮水シート１２とが密着固定されて、帯状袋部１８とシール材２
８と被接合側の遮水シート１２とにより、密閉室４０が形成される。
【００３１】
　そして、この密閉室４０の密閉性を確認することで、被接合側の遮水シート１２の縁部
１２ａと、接合側の遮水シート１６の縁部１６ａとの、接合部における遮水性の確認が可
能となり、接合部の遮水性が確実に確保されるものである。
例えば、接合側の遮水シート１６及び帯状シート２０の、任意の一部箇所にエアホースを
挿通して、密閉室４０にエアポンプを接続する。そして、エアポンプで密閉室４０内を加
圧すると共に、被接合側の遮水シート１２、接合側の遮水シート１６、帯状袋部１８の表
面に水を散布して水跳ねや泡立ちの有無を確認する等により、密閉室４０の密閉性を確認
することができる。又、一定空気量を送気した上で減圧しなければ遮水性が確保されてい
ると評価できる。なお、密閉室４０の密閉性が確認された後に、上記任意の一部箇所につ
いても溶着、封止することで、遮水シートの接合部の遮水性を確実に確保することができ
る。
【００３２】
　又、帯状袋部１８は、被接合側の遮水シート１２及び接合側の遮水シート１６と同一素
材からなる、所定幅の帯状シート２０の一側端を、接合側の遮水シート１６の、縁部１６
ａから平面視中央部寄りの位置にて、密着固定部２４及び押出溶着部２６で密着、固定す
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　そして、帯状袋部１８が形成された接合側の遮水シート１６の縁部１６ａに沿って、被
接合側の遮水シート１２を受け入れるための開放端部２２（図２）を備えることで、被接
合側の遮水シート１２と接合側の遮水シート１６との、所定幅Ｗｓｔの重ね合わせ部（図
１の斜線部）が容易に確保できると共に、この開放端部２２にシール材２８を介して、被
接合側の遮水シート１２の縁部１２ａが挟持されることで、被接合側の遮水シート１２の
縁部１２ａと、接合側の遮水シート１６の縁部１６ａとの、接合部における遮水性が確保
されるものである。
【００３３】
　なお、本発明の実施の形態では、接合側の遮水シート１６の縁部１６ａに沿って、被接
合側の遮水シート１２の縁部１２ａを覆う帯状袋部１８を形成した場合を例示して説明し
たが、必要に応じ、被接合側の遮水シート１２の縁部１２ａに沿って、接合側の遮水シー
ト１６の縁部１６ａを覆う帯状袋部１８を形成しても、同様の作用効果が得られるもので
ある。
　又、上記説明では、既設の遮水シートの端辺から裂け目が生じ、その破損部分に補修を
行った場合を例示したものであるが、新規に遮水シートを敷設すべく、一定幅に製造され
た遮水シートを施工現場に搬入し、設置面積に応じて多数接合する際の、平面視直線状の
接合部構造にも、同様に採用可能であることは、理解されるであろう。
【符号の説明】
【００３４】
　１０：接合部構造、１２：被接合側の遮水シート、１２ａ：縁部、１４：切欠き、１６
：接合側の遮水シート、１６ａ：縁部、１８：帯状袋部、２０：帯状シート、２２：開放
端部、２４：密着固定部、２６：押出溶着部、２８：シール材、３２：押え板、３６：ボ
ルト、３８：ナット、４０：密閉室

【図１】 【図２】
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